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再生可能エネルギー社会に向けた本格研究

エネルギー貯蔵媒体としての水素活用

研究開発の背景
太陽光・風力などの再生可能エネル

ギーによる発電は自然からの影響を受
け、出力が大きく変動します。この変
動は、すばやい調整が可能な一部の火
力発電所の発電量を調整して、電力系
統全体の需要と供給のバランスを保っ
ています。このような変動する再生可
能エネルギーをさらに大量導入してい
くためには、そのバランスを保つため
のさまざまな手法を開発し、再生可能
エネルギー電源とともに導入していか
なければなりません。その解決策の候
補の一つが、水素による大量エネル
ギー貯蔵とその利用です。さらに、水
素を燃料とする燃料電池自動車の普及
開始目標である2015年が迫り、水素
の利活用のさらなる推進が求められて
います。

エネルギーキャリアとしての水素の重
要性

前述したように、変動する再生可能
エネルギーと需要のバランスを保つた
めには、発電量や需要の調整といった
エネルギーネットワーク技術も重要で
すが、それだけでは導入できる再生可
能エネルギー量には限界があり、ある
程度のエネルギーの貯蔵が必要になっ

てきます。電力の貯蔵において蓄電池
は、日単位程度までの変動吸収には適
していますが、それ以上長期の変動吸
収においては放電や温度維持などに
よって効率が下がります。一方、水素
は、水と電力さえあれば電気分解で作
ることができ、エネルギー変換時に損
失があるものの、その作られた水素は
物質として蓄えておけば減ることはあ
りません。そのため、長期・大量のエ
ネルギー貯蔵のためのエネルギーキャ
リアとして唯一の候補です。今、皆さ
んが持っている携帯電話などにはリチ
ウムイオン電池が使われています。元
素の周期律表を思い出してください。
リチウムより軽い元素は水素とヘリウ
ムしかありません。化学エネルギーに
よってエネルギーを蓄えることを考え
ると、ヘリウムは安定な物質なので、
リチウムイオンより軽いエネルギー貯
蔵物質の候補は水素しかありません。
また水素は水から作ることができ無尽
蔵で毒性もないため、究極のエネル
ギーキャリア物質なのです。

福島再生可能エネルギー研究所で
は、エネルギーセキュリティの観点か
ら再生可能エネルギーをもとに純国産
エネルギーを生み出し、使いこなすた
めに数々の研究開発を展開していきま

す。その中でも水素キャリアによるエ
ネルギー貯蔵はユニークかつ重要なポ
イントだと考えています。家庭や業務
で使う定置用のエネルギーだけでな
く、移動体に用いるエネルギーも再生
可能エネルギーにシフトしていかなけ
ればなりません。将来、再生可能エネ
ルギーでつくった水素を燃料として、
燃料電池自動車を走らせる日が来ると
思います。この研究所では、そのため
に必要な研究開発を実証までのロード
マップを念頭に実施していきます。小
規模な水素貯蔵や水素ステーションな
どへの適用を目指す水素吸蔵合金を用
いた純水素貯蔵、エネルギーの大規模
貯蔵と輸送には有機ハイドライドやア
ンモニアなどの水素キャリアを利用す
るといったように、規模や場所に適し
た技術の開発を行います。

福島再生可能エネルギー研究所におけ
る水素キャリア研究

この研究所では、研究棟においては
水素製造にかかわる水電解、水素キャ
リアに係る水素着脱触媒、水素利用コ
ジェネエンジン、水素貯蔵材料などの
要素技術の積み上げを行える設備を構
築する一方、より早く着実に実用化に
つなげるためにトータルシステムの
ための実証設備も構築します（図1）。
トータルシステムの運転方法や最適
な機器構成を見いだしていきながら、
各要素に求められる技術を明確にし、
他方、研究棟で得られた新たな技術
を速やかに実証設備で試すことがで
きる効率的な研究開発を目指してい
ます。また、水素関連の実証設備は太
陽光発電、風力発電などの実証設備が
ならぶ実証フィールドに設置され、こ
れら設備との連携が容易にできるよう
な配置の設計をしており、実際の太陽
光発電の電力を利用した水素製造も行
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います（図2）。実証フィールドには
模擬配電系統もあり、今後も拡充し
ていく予定です。これらの設備を国
内外の研究機関、企業、大学などが
利用できるユーザーファシリティ（共
用施設）として機能させ、共同研究
などによって各機関の技術を産総研

に結集し、世界へ発信していくこと
を目指しています。

研究成果が社会にもたらす効果
2014 年 4 月に開所した福島再生可

能エネルギー研究所は、産総研理事
長の言葉を借りて言うとまさに“ロ

ケットスタート”を切ったところで
す。いみじくもロケットの燃料であ
る水素を扱う私たちとしては、同研
究所において優れた研究成果を上げ
ることで東日本大震災からの復興を
推進していければ、と決意新たに思っ
ています。

図 1　水素キャリア製造・利用統合実証システム（福島再生可能エネルギー研究所 実証フィールドに設置）
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図 2　太陽光発電による水素エネルギーシステム（福島再生可能エネルギー研究所 実証フィールドに設置）
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